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夢
と
ロ
マ
ン
と

愛
に
満
ち
た
半
生
を
描
く

だ
が
そ
こ
で
、
は
な
に
自
ら
の
道
を

決
め
る
大
き
な
出
会
い
が
…
…
。
そ

う
、
「
英
語
」
と
の
出
会
い
だ
。
未

知
な
る
言
葉
の
意
味
が
明
ら
か
に
な

る
瞬
間
の
と
き
め
き
、
そ
れ
ら
が
積

み
重
な
っ
て
物
語
と
し
て
迫
っ
て
き

た
と
き
の
高
揚
感
。
幼
い
こ
ろ
か
ら

空
想
が
大
好
き
だ
っ
た
は
な
は
、
す

っ
か
り
英
語
に
魅
せ
ら
れ
意
欲
的
に

勉
強
に
励
む
よ
う
に
な
る
。

生
涯
の
友
・
葉
山
蓮
子
（
仲
間

由
紀
恵
）
と
の
出
会
い
、
村

岡
英
治
（
鈴
木
亮
平
）
と
の
情
熱
的

な
恋
愛
。
ア
ン
と
同
じ
よ
う
な
輝
か

七
い
青
春
時
代
を
経
た
は
な
は
、
や

作
て
瀧
涸
家
と
し
て
自
立
し
、
自
ら

が
信
り
が
物
屠
の
力
９
４
ａ

．

け
よ
う
と
決
心
す
る
が
、
そ
の
道
は

平
た
ん
で
は
な
か
っ
た
ー
。

　
は
な
が
『
赤
毛
の
ア
ン
』
と
出
会

い
、
自
ら
の
言
葉
で
再
生
さ
せ
る
ま

で
に
い
か
な
る
ド
ラ
マ
が
待
ち
受
け

て
い
る
の
か
？
　
翻
訳
家
・
村
岡
花

子
の
半
生
を
も
と
に
描
く
、
夢
と
ロ

マ
ン
と
愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
〈
花
子

と
ア
ン
〉
。

　
。
ご
き
げ
ん
よ
う
〃
の
挨
拶
と
と
も

に
、
明
る
い
朝
が
や
っ
て
来
る
！

１

プ

〈花子とアン〉の見どころやあらすじは、

｢ＮＨＫウイークリーステラ｣(毎週水曜書店にて発売)で詳しく紹介しています。
■ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜
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安東吉太郎

はなの１つ上の兄。家族

思いで優しいが、不器用

であるか･ゆえに度々父と

衝突する。

　　　－　　　－一一

　　安東周造

はなの祖父で、ふじの実

父。孫たちの良き理解者

「そうさな」と相づちを

うつのが歯。

　　村岡英治

印刷会社社長の息子。は

なが女学校時代にアルバ

イトをしていた出版社に

出入りしていた。後には

なの夫となる。

嘉納伝助

石炭王と呼ばれる福岡の

実業家で､蓮子の政略結婚

の相手。蓮子とは心の通わ

ない生活を送ることになる。

一 一

　 －　 一 一

　 一 一 一 一 一 一

一 一 一一 一 一

　 　 －

　 　 －

　 　 －

　 一 - － ‥ －　 一 一 一 一 一 一

　 一 一 一 一 一 一 一 一　 一 ‥ 一 一

　 　 － 　 一 一

一 一 　 　 － ‥

－ 一 一 　 　 　 ・ 一

一 一 一 　 - － －

㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜

　 　 　 ■ ㎜ ■ ･ ･ ■ ･ ■ 　 ■

　　安東ふじ

はなの母。小作農家の長

女。自由奔放な夫を優し

く見守り、生来の明るさ

で家庭を支える。

　 　 － － －

－ － － －

- ‥ －

安東もも

はなの６つ下の妹。はな

に子守りをされて育つ。

末っ子気質だが、強い意

志を祷っている。

一

一 　 － 　 －

　 　 一 一 ‥

　 　 一 一 -　 　 　 － 一 一

一 一 一 一

　　木場リン

朝市の母。好奇心旺盛で

おしゃべり好き。安東憲

の�動にも、よく首を実

っ込む。

　梶原聡一郎

はなが女学校時代にアル

バイトをしていた出版社

の編集長。後に自ら出版

社を立ち上げる。

　 　 　 － 一 一 一 一

　 　 　 一 一 一 一

　 　 一 一 一 一 一 一 ‥　 － 　 - - － … ･

　 － ‥ － － ‥ －

　 … … ＿■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■

㎜ ■ ■ ■ 　 ㎜ ■ ㎜ ■ ■

■ ■ 　 ㎜ ■ ㎜ ■ ■

・ 一 一 一 一

　 　 　 　 ■ ■ ㎜ ■

　 一 一 一 一

■ 　 ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■

　 ㎜ ■ ㎜ 　 ■ ■ ■

安東吉平

はなの父。静岡生まれ。

行商で甲府に訪れた際ふ

じに出会い、結婚した。

夢追い人。

　 　 　 　 － 　 －

． － ． ＿ ＿ ．

一 一 一 一 　 － 一一 　 一 一 　 ‥ 一

一 一 一 　 一 一

　　安東かよ

はなの２つ下の妹。女学

校に道んだ姉に惶れる一

方で、嫉妬するごとも。

自立心が強い。

－ - - － - ・

■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■

■ ㎜ ■ ■ ㎜

－ -

■ ㎜ ㎜ ■ ■

　 　 － －

－ ・ - -

■ ㎜ 　 ■ ㎜- … …

･ - － ‥ －

　　　　ヘレ　芦

安東家の隣の農家の息子

で、はなの幼なじみ。は

なに恋心を抱いている。

少し内気な性格。

？._－エ

　　ｰ一一

村の地主。尊大に振る舞

っているが、優しい一面

も。はなの母・ふじとは

幼なじみ。

あ､、　「‘｣安東は４

(のちの村岡花子)

　子ども時代／山川望|ﾄ

明治26（1893）年、山梨・甲

府の貧しい小作農家に生まれ

る。想像力豊かで空想が大好

き。10歳のとき、父の勧めで

東京のミッション系女学校に

編入。卒業後は故郷で教師に

なるが、その問に書いた本が

出版されたことが

きっかけで、東京

の出版社で慟きは

じめる。やがて翻　　　゛

　家童文学者

1

の道を歩む。　　　　　　＿

nJら
･____
・'こ‾‾‾'こ7こ'ここ7こ777'ここ"

　茂木のり子

　　　;｀Ulilyin｀-|'･　　　　－　－－－

女学校の寄宿舎の東母。

生徒に裁縫や礼儀作法を

教えている。常に明るく

ておおらか。

　■㎜■　■■㎜■㎜㎜　■■　㎜　■㎜㎜　　･－』_.’＿　･_

tl4｀’

　j■　㎜　醍醐亜矢子　:

　　　　I･,･.lj梨臨　　　　１

貿・会社の社長の娘。は　｜

なと同時期に女学校に纏　ｌ

旨ぷロヅ゜

　　ﾆﾌﾟﾌづ:し/ﾉ　‾

･!一玖‘jJ｀’　□

女学校のカナダ人校長。

厳しい人でめったに笑顔

を見せないが、生徒への

愛情は深い。

雫

・伯爵91

　　　､1　･り　りに　’
　　葉山蓮子

　　　仰向由紀恵

伯爵家令嬢。離縁した後

24歳で女学校に編入。８

つ下のはなと固い友情で

結ばれるが、やがて政略

結婚で福岡に嫁ぐ。

　　｣1...'･･-6-.
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　富山タキ

　ともさかりえ

英語教師.指導は熟心だ

ごi

,

tこ2こご

れている．

二Jﾆよ往こ………'へ･ご……:.‾･

脚'‘″吸奮

はなと寄宿舎が同室の先

輩。甲府のなまりが抜け

ないはなの言葉遣いを厳

しく指導する。
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齢
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花子が幼児浸礼を曼けた甲府

陸会は､現在甲府駅近くに位

=･I‘｡･礼拝堂の恵みの座{ひざま

1･いて祈るための木製ベン

T.}･Hぷ､花子の時代から使用さ

れている。

･k日本最大の木造

建築物である甲斐

善光寺は､1500年代

に建立されたもの。
Ｊｋ

６

--　･‘　一
フンI

武田信虎･信玄･無頼の武田氏３代の館跡に位置する武田神社｡

幼
き
村
岡
花
子
が

故
郷
で
見
た
も
の
と
は

　
春
か
ら
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
《
花

子
と
ア
ン
》
の
主
人
公
で
あ
る
小
説

「
赤
毛
の
ア
ン
」
の
翻
訳
者
・
村
岡

花
子
（
旧
姓
＝
安
中
、
本
名
＝
は
な
）

は
、
１
８
９
３
（
明
治
2
6
）
年
に
父

・
逸
平
と
母
・
て
つ
の
長
女
と
し
て

山
梨
県
甲
府
市
に
生
ま
れ
た
。
熱
心

な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
逸
平
の

希
望
で
、
花
乙
・
ｆ
白
身
も
２
歳
で
幼
児

洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
後
に
ｆ
ど
も

た
ち
の
た
め
の
児
童
文
学
や
翻
訳
小

説
を
数
多
く
世
に
送
り
出
す
こ
と
に

な
る
花
子
。
そ
の
起
点
は
、
キ
リ
ス

ト
教
と
の
出
会
い
だ
っ
た
の
で
は
な

山梨の文学風土を紹介する山梨県

立文学館｡山梨ゆかりの文学者とし

て､花子ゆかりの品々が展示されて

いる、

花子が５年間教べんをとった山

梨英和女学校(現･山梨英和中学

･高等学校)｡寄宿舎で生活して

いた花子は､生徒たちに物語を

語って聞かせていたそう。

学芸員の

高室有子さん。

&Z

。
山
梨
ゆ
か
り
の
作
家
た

す
る
。
そ
の
一
方
で
甲
府
に
は
、
戦

国
時
代
の
武
将
・
武
田
信
玄
の
功
績

も
あ
り
、
町
全
体
が
ま
る
で
博
物
館

と
さ
え
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
実
に
多

く
の
歴
史
的
建
造
物
や
貴
重
な
文
化

財
が
残
さ
れ
て
い
る
。
甲
府
は
、
多

彩
な
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

町
な
の
だ
。

１
３
０
０
年
の

ぶ
ど
う
の
歴
史
と
と
も
に

　
山
梨
で
も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
も
の
が
、
ぶ
ど
う
。
《
花
子
と

ア
ン
》
の
中
で
も
、
ぶ
ど
う
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
登
場
す
る
ほ
ど
、

地
元
の
人
々
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な

い
存
在
だ
。
日
本
一
の
収
極
量
を
誇

る
ぶ
ど
う
の
産
地
・
勝
沼
。
７
月
下

旬
～
Ｈ
月
上
旬
に
訪
れ
る
と
、
見
渡

す
限
り
ぶ
ど
う
畑
が
広
が
り
、
圧
巻

の
眺
め
だ
。
唯
一
の
日
本
固
有
の
ぶ

ど
う
品
種
・
甲
州
種
で
造
ら
れ
た
甲

州
ワ
イ
ン
は
、
そ
の
繊
細
さ
か
ら
世

界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、

こ
の
ぶ
ど
う
に
も
長
い
長
い
歴
史
が

あ
っ
た
こ
と
を
勝
沼
に
位
置
す
る
ワ

イ
ナ
リ
ー
・
勝
沼
醸
造
の
有
賀
弘
和

さ
ん
の
話
で
知
っ
た
。

　
「
日
本
の
ぷ
ど
う
に
は
、
実
は
お
よ

そ
１
３
０
０
年
近
い
歴
史
が
あ
る
ん

で
す
。
７
１
８
年
、
僧
一
行
基
が
仏

教
と
と
も
に
ぶ
ど
う
を
薬
用
と
し
て

伝
え
た
と
い
う
の
が
、
有
力
な
説
で

す
か
ら
。
こ
こ
勝
沼
が
、
日
本
一
の

ぶ
ど
う
産
地
と
な
っ
た
の
に
は
訳
が

⑥撮影／川口憧介、取材・文／後差金美

ち
を
研
究
し
続
け
て
い
る
山
梨
県
立

文
学
館
の
学
芸
員
・
高
室
有
子
さ
ん

は
言
う
。

　
「
江
戸
時
代
、
山
梨
は
幕
府
の
直
轄

地
で
、
甲
州
街
道
や
駿
州
往
還
な
ど

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
や
人
が

行
き
交
い
、
学
問
・
文
化
を
吸
収
し

発
信
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
に
入
っ

て
も
英
米
の
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
明
治
時
代
に
は
い
ち
早
く
キ
リ

ス
ト
教
の
宣
教
師
た
ち
が
招
か
れ
た

そ
う
で
す
。
花
子
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
、

甲
府
は
信
仰
に
触
れ
や
す
い
環
境
だ

っ
た
の
で
す
」

　
現
在
も
、
甲
府
の
町
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
宗
派
の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
存
在



あ
り
ま
す
パ
甲
府
盆
地
の
最
も
東
側

に
位
置
す
る
こ
の
地
は
、
西
斜
面
に

昼
間
太
陽
が
さ
ん
さ
ん
と
降
り
注
ぎ
、

温
度
が
ト
‥
が
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
山

か
ら
吹
き
降
ろ
す
冷
た
い
風
ぶ
世
子

お
ろ
し
‘
の
た
め
に
、
夕
方
以
降
は

ぐ
っ
と
温
度
が
ド
が
る
。
こ
の
寒
暖

差
が
ぶ
ど
う
の
糖
度
を
上
げ
る
ん
で

す
ね
。
た
だ
日
本
の
日
照
時
間
は
、

諸
外
国
の
ぷ
ど
う
産
地
よ
り
も
断
然

短
い
ん
で
す
。
試
行
錯
誤
の
末
に
見

い
だ
し
た
の
が
、
現
在
の
棚
栽
培
。

ぶ
ど
う
の
葉
を
す
べ
て
棚
の
ｈ
に
あ

げ
て
太
陽
の
光
を
ま
ん
べ
ん
な
く
受

容
で
き
る
よ
う
に
し
た
ん
で
す
。
こ

の
日
本
独
特
の
栽
培
方
法
を
見
つ
け

る
ま
で
に
は
、
語
り
っ
く
せ
な
い
ほ

ど
の
先
人
の
苫
労
が
あ
っ
た
ん
で

す
」

　
１
９
１
３
（
人
正
２
）
年
、
東
洋

英
和
女
学
校
を
卒
業
後
、
2
1
歳
と
な

っ
た
花
子
は
、
山
梨
英
和
女
学
校
に

教
師
と
し
て
赴
任
。
1
5
年
ほ
ど
過
ご

し
た
東
京
を
離
れ
、
再
び
甲
府
に
戻

っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
山
梨
英
和
女

学
校
が
東
洋
英
和
女
学
校
と
同
じ
教

会
を
母
体
と
し
て
い
た
た
め
だ
け
で

な
く
、
こ
の
地
の
持
つ
雰
囲
気
に
花

子
自
身
心
惹
か
れ
る
も
の
を
感
じ
た

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
地

の
守
り
神
で
あ
る
霊
峰
・
富
士
、
遠

い
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
遺
跡

７月下旬～|1月上旬､勝沼のぶどう畑

にはたわわなぶどうが実る｡小高い丘

の上にたつ｢ぶどうの丘｣には､市推奨

の約180銘柄のワインがそろう｡試飲

用の杯･タートヴァン(1100円)を購入

すれは､全種類試飲できる。
-=･

－
SI･

山梨には約80のワイナリ

ーかあるそのうちの一つ、

勝沼醸造の有賀弘和さん。－ S

－

や
ぶ
ど
う
畑
、
そ
し
て
。
思
い
≒

後
に
花
子
は
『
赤
毛
の
ア
ン
』
に
出

会
い
、
戦
火
の
中
、
命
が
け
で
翻
訳

を
続
け
た
。
花
ｆ
の
故
郷
で
あ
る
山

梨
・
甲
府
を
訪
れ
、
遠
く
離
れ
た
カ

ナ
ダ
か
ら
の
。
思
い
・
を
ロ
本
の
子

ど
も
た
ち
に
も
伝
え
た
い
と
い
う
信

念
に
、
ヤ
っ
た
彼
女
の
「
原
点
」
に
触

れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

劉11紀初順に伝来k，

しλ、､どうを薬と

しで栽培したと伝

わる大善寺｡本堂

と厨子は国宝｡ぶ

どうを手にした本

尊･薬師如来像は

５年に１度開帳さ

れる(次回は平成

30年10月｜～８日

の予定)。
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展示会情報

村岡花子展

ことばの虹を架ける

～山梨からアンの世界へ～

会場:山梨県立文学館

｢山梨県甲府市貢｣|11－5-35)

会期:4月12日田～６月29日亘

休館日:月曜〔ただし4/2a､5ﾉ5は●館〕、

５月７日匯

開館時間:

展示宣･午前９時-･午後５時

閲覧室･午前９時～午後７時

(ｌ〔霞圈は午後６時まで〕

観覧料:一般600円、

大学生400円‘“。

問い合わせ:a055-235-8080

〔
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やまなし県政だより
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富IJの国
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一
ｗ
や
ま
な
し
発
展
の
芽
常
Ｌ
の
国
や
ま
な
し
Ｉ
ル
ム
・
コ
ミ
Ｋ
Ｉ

Ｅ
人
公
の
故
郷
山
梨
で
ク
ラ
ン
＆

IU

I l j －

りノ

存

山
梨
県
を
舞
台
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ

｜

・
ド
と
ア
ン
ー
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
本
県

・
不
村
岡
花
ｆ
の
波
瀾
万
丈
の
ｔ
‐
生
記
で
す
。
今
回

・
里
ｆ
を
演
じ
る
Ｑ
目
高
山
肌
子
さ
ん
に
、
花
’
Ｌ
へ
の

フ
△
ご
Ｉ
1
1｡
れ
た
山
梨
の
印
象
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

●
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Ｓやまなし発展の芽

夢
見
る
少
女
が

夢
を
送
り
届
け
る
女
性
へ
ｙ
」

成
長
し
て
い
く
半
生
記

　
「
村
岡
花
子
は
『
赤
毛
の
ア
ン
』
の
主
人
公
・
ア

ン
と
、
ど
こ
か
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
人
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
故
郷
・
甲
府
の
風
景
や
寄
宿
舎
で

の
生
活
な
ど
、
自
分
の
少
女
時
代
や
育
っ
た
環

境
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
『
赤
毛
の
ア
ン
』
の
翻

訳
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。
『
花
子
と
ア
ン
』
の
構

想
は
、
そ
ん
な
仮
説
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
］

と
、
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
加
賀
田
透
さ
ん

は
言
い
ま
す
。

　
ド
ラ
マ
で
は
、
小
作
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
花
子
が
、
1
0
歳
の
時
に
東
京
の
お
嬢
様
学
校

に
飛
び
込
み
、
困
難
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
、
力

強
く
成
長
し
て
い
く
姿
が
描
か
れ
ま
す
。
華
族

の
お
嬢
様
だ
ち
と
の
駆
け
引
き
や
、
花
子
が
頭

の
中
で
思
い
描
く
妄
想
な
ど
、
朝
か
ら
お
な
か
を

抱
え
て
笑
え
る
よ
う
な
シ
ー
ン
も
た
く
さ
ん
出

て
き
て
、
見
た
人
が
元
気
に
な
れ
る
作
品
で
す
。

実
在
し
た
人
物
を
演
じ
て

感
じ
る
こ
と
は

　
こ
の
役
を
演
じ
て
数
カ
月
が
た
っ
た
吉
高
さ

ん
は
、
花
子
は
け
な
げ
で
、
意
志
が
強
く
て
、
き

ち
ん
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
女
性
だ
と
言
い

ま
す
。
「
絶
対
に
言
い
訳
し
な
い
し
、
何
事
に
も

甲府市内に造られた花子の実家

逃
げ
な
い
で
果
敢
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
。
私
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
す
ぐ
に
逃
げ
た
い
方
な
の

で
、
そ
う
い
う
姿
勢
に
は
正
さ
れ
る
こ
と
が
多
　
一

い
で
す
」
。
そ
の
一
方
で
「
家
族
の
こ
と
を
と
て

も
誇
り
に
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
花
子
の
力
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
私
も
同
じ
な
の
で
、
す
ご

く
共
感
し
ま
す
」
と
、
花
子
へ
の
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
在
し
た
人
物
を
演
じ
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
、
想
像
以
上
の
よ
う
で
す
。
「
登
場
人

物
と
し
て
じ
ゃ
な
く
、
村
岡
花
子
自
身
を
好
き

と
い
う
人
も
い
る
の
で
。
お
孫
さ
ん
の
恵
理
さ

ん
（
ド
ラ
マ
原
案
「
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
村
岡
花

子
の
生
涯
」
作
者
村
岡
恵
理
さ
ん
）
が
時
々
ス

タ
ジ
オ
に
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
る
の
で
、
お
話

を
伺
っ
た
り
し
て
い
る
と
、
ど
ん
な
に
花
子
さ

ん
を
大
事
に
思
っ
て
い
る
か
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
。
人
の
思
い
ヽ
を
大
切
に
し

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
な
っ
て
」
。
村
岡
花
子
と
い

う
一
人
の
女
性
が
い
て
、
そ
の
人
が
亡
く
な
っ
た

後
も
、
そ
の
人
の
書
い
た
物
が
次
の
世
代
、
そ

の
次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
今
は
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
意
識
し
な
が
ら
演
じ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

と
い
う
激
動
の
時
代
を
丁
寧

に
描
い
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の

ド
ラ
マ
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
。

「
ろ
う
そ
く
の
灯
の
下
で
ご

¶ 一 心 四
- 一 一 一 一
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2014年3月31日(月)～9月27日(土)全156回放送予定
　　　　ＮＨＫ総合(月～土)午前8:00～8:15ほか

山梨の貧しい農家に生まれ､東京の女学校で英､匪を

学び､故郷での教自ilj生活を経て翻訳家となるヒロイン

花r-｡震災や戦争を乗り越え､子どもたちに夢と希望

を送り届ける大へと成長していく彼女の､明治･大正･

昭和にわたる波瀾万丈の半生記。

飯
を
食
べ
る
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

そ
う
い
う
時
代
の
人
た
ち
が
力
強
く
生
き
て

残
し
て
き
た
物
を
、
風
化
さ
せ
ず
に
残
そ
う
と

す
る
現
代
の
人
、
未
来
の
人
…
。
時
代
を
つ
な

げ
て
い
く
と
い
う
か
、
運
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
」

ふれあＶ旧



作
品
へ
の
愛
情
が

ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
だ

甲
府
で
の
ロ
ケ

　
吉
高
さ
ん
の
甲
府
ロ
ケ
は
、
昨
年
１
１
月
に
始

ま
り
ま
し
た
。
山
あ
い
の
ロ
ケ
地
に
は
、
家
が
造

ら
れ
、
田
ん
ぼ
が
耕
さ
れ
て
、
実
際
に
人
が
住
ん

で
い
る
か
の
よ
う
な
世
界
が
創
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
山
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ
て
す
ご
い
な
あ
と
思
っ

た
り
、
高
い
建
物
が
そ
ん
な
に
無
い
せ
い
か
空
が

す
ご
く
近
く
に
感
じ
ら
れ
た
り
…
、
行
き
帰
り

の
中
央
道
か
ら
は
、
富
士
山
も
き
れ
い
に
見
え

ま
し
た
。
撮
影
中
、
地
元
の
方
か
ら
ワ
イ
ン
の
差

し
入
れ
を
頂
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
赤
も
白
も
す

ご
く
す
っ
き
り
し
て
い
て
飲
み
や
す
く
て
、
お
い

し
か
っ
た
で
す
」

　
甲
府
ロ
ケ
で
は
、
花
子
の
家
族
と
の
シ
ー
ン
が

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
。
お
じ
ｙ
役
の
石
橋
蓮
司

さ
ん
と
、
お
か
あ
゛
役
の
室
井
滋
さ
ん
が
、
本
番

以
外
で
も
本
当
の
親
子
の
よ
う
な
、
と
て
も
い
い

雰
囲
気
だ
っ
た
り
、
「
こ
の
。
お
か
あ
・
だ
っ
た
ら

こ
の
場
面
は
こ
ん
な
ふ
う
に
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
」
と
、
室
井
さ
ん
と
、
お
と
う
ヽ
役
の
伊
原
剛

志
さ
ん
が
相
談
し
な
が
ら
決
め
た
り
し
て
い
る

姿
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
い
う
吉
高
さ

ん
。
「
あ
あ
、
こ
の
人
だ
ち
と
一
緒
に
で
き
て
う

れ
し
い
っ
て
心
か
ら
思
え
て
、
こ
の
作
品
に
対
す

る
愛
情
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
」

　
そ
し
て
、
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
甲
州
弁
。
方

言
指
導
の
先
生
に
教
わ
っ
て
も
、
な
か
な
か
難
し

い
よ
う
で
、
「
奥
が
深
い
で
す
ね
。
何
で
も
語
尾
に

戸崎芦!11･t

ﾀj

－Ｊ

ｊ

６
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ぷ
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Ｉ
Ｓ
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Ｓ

。
瀾
ご
り
ぃ

。
ズ
ラ
゜
を
つ
け
れ
ば
い
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
っ
て
、
や
っ

と
分
か
っ
て
き
ま
し
た
（
笑
）
」
。
吉
高
さ
ん
も
、
共

演
者
の
皆
さ
ん
も
、
苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

た
く
さ
ん
の
人
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
な
が
ら

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す

　
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
か
ら
数
カ
月
、
吉
高
さ
ん
は
原

案
の
作
者
で
あ
る
恵
理
さ
ん
を
は
じ
め
、
共
演
者

の
方
々
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
・
…
い
ろ
い
ろ
な
人
が

良
い
作
品
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ

て
臨
ん
で
い
る
姿
に
気
付
き
、
そ
の
た
び
に
と
て

も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
「
こ
れ
、
絶

対
に
い
い
物
に
な
る
。
愛
さ
れ
る
作
品
に
な
る
わ
」

と
感
じ
な
が
ら
、
日
々
演
じ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
吉
高
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
の

1
j
％
4
S
　
一

｀
、
・
陶
一

熱
意
が
込
も
っ
た
作
品
の
中
で
、
こ
の
春
か
ら

山
梨
の
美
し
い
風
景
が
全
国
に
届
け
ら
れ
て
い

く
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
朝
ド
ラ
は
長
丁
場
。
９
月
ま
で
撮
影
は
続

き
ま
す
が
、
一
生
に
一
度
し
か
演
じ
ら
れ
な
い
朝

ド
ラ
の
ヒ
ロ
イ
ン
。
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

山
梨
の
皆
さ
ん
も
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」

　
花
子
を
育
て
た
山
梨
に
住
む
私
た
ち
も

「
花
子
と
ア
ン
」
を
応
援
し
盛
り
上
げ
て
い
き
ま



Ｑやよなし発展の芽

ノ
～

－
日
本
に
夢
と
希
望
を
伝
え
た
翻
訳
家
－
‘
Ｉ
ヽ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』

ｌ
↓
‐
↑
」

　
村
岡
花
ｒ
（
本
名
・
は
な
）
は
、
１
８
９
３

（
明
治
2
6
）
年
、
甲
府
巾
に
生
ま
れ
た
。
小
学

校
入
学
前
に
東
京
に
転
居
し
、
1
0
歳
の
時

東
洋
英
和
女
学
校
に
進
学
。
こ
の
こ
ろ
に
カ

ナ
ダ
人
穴
教
師
か
ら
英
語
や
西
洋
の
生
活

習
慣
を
学
び
、
数
多
く
の
英
米
の
文
学
に
原

書
で
親
し
ん
だ
こ
と
が
、
後
に
作
家
・
翻
訳
家

と
し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
の
礎
と
な
っ
た
。

同
女
学
校
を
卒
業
後
、
１
９
１
４
（
人
ぶ
Ｌ
３
）

年
、
故
郷
・
甲
府
の
山
梨
英
和
女
学
校
に
赴

任
し
、
英
語
教
師
と
し
て
教
壇
に
茫
つ
傍

㎞ ● I
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山梨英和女学校での教師時代の村岡花子

(提供:赤毛のアン記念館･村岡花子文庫)

ら
、
作
品
集
を
出
版
し
た
り
、
少
女
向
け
の

物
語
や
章
話
を
雑
誌
に
投
稿
し
た
り
し

た
。
後
に
、
花
’
Ｌ
は
こ
の
教
師
時
代
を
「
青

春
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
後
、
東
京
に
戻
っ

て
編
集
者
と
な
り
、
結
婚
。
文
筆
家
と
し
て

の
活
動
を
始
め
た
。

　
英
米
文
学
の
深
い
教
養
を
生
か
し
て
童

話
の
執
竿
や
翻
訳
を
行
っ
て
い
た
花
．
Ｌ
は

や
が
て
ル
ー
シ
ー
・
モ
ー
ド
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
の
名

作
[
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｆ

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
]

と
出
会
う
。
友
人
の
カ
ナ
ダ
人
穴
教
師
か

花子が翻訳した｢赤毛のアンプ

【1952年5月Ξ笠書房】初版本

(山梨県立文学館寄託)

ら
贈
ら
れ
た
こ
の
本
を
、
太

平
洋
戦
争
の
最
中
に
あ
っ
て

も
翻
訳
を
続
け
、
１
９
５
２

（
昭
和
2
7
）
年
、
『
赤
毛
の
ア

ン
』
と
し
て
初
め
て
目
本
に
紹

介
し
た
。
そ
こ
に
は
、
人
々
に

愛
情
を
注
ぎ
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
主
人

公
・
ア
ン
の
姿
が
、
軟
ら
か
な
文
尽
で
生
き

生
き
と
表
現
さ
れ
、
多
く
の
日
本
人
に
夢

と
希
望
を
ソ
え
た
。

　
花
子
は
、
執
筆
や
翻
訳
の
他
に
も
、
ラ
ジ

オ
の
ｆ
供
向
け
ニ
ュ
ー
ス
番
組
に
出
演
し
た

り
、
恋
や
友
情
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
、
た
く

さ
ん
の
短
歌
に
託
し
て
表
現
し
た
り
と
、
幅

広
い
活
動
を
展
開
。
7
5
歳
で
已
く
な
る
ま

で
、
数
多
く
の
作
品
を
残
し
た
。

　
そ
し
て
［
赤
毛
の
ア
ン
］
は
、
刊
行
か
ら
6
0

年
以
ヒ
を
経
た
今
日
も
な
お
、
多
く
の
人

に
読
ま
れ
、
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
。

赤毛のアン記念館一利岡花子窒息(東京･大森)に再現されてい

る花子の仕事机PHOTO:(aJK.HORlucHI

(擾供:赤毛のアン記念館一利岡花子窒息)

4月12日から県立文学館で開催

／
～

ことばの虹を架ける～山梨からアンの世界へａ展村岡花子展

吻1紳
｜

｜

｜

¢ 1 2

y . I

● d j I I

　
－
－

－
Ｉ
Ｉ

ｌ 」 |

Ｉ
Ｉ
Ｉ

み
μ

・開催期間4月１２日(土)～6月29日(日)

■観覧料一般600円／大学生400円

※各種割引などあり｡詳しくはお問い合わせください。

Ｉ
Ｉ
ｉ

１

い
回
付
『

づ
付
謬

り

4

ヽ

り

Ｉ

ｔｌ

［県立文学館］甲府市百川1-5-35

TEL055-235-8080 FAX055-226-9032

tlｊｊ哨｀

W

　直筆の｢赤毛のアン｣翻訳原稿

や､日本で初めて刊行された[赤毛

のアン]初版本の他､花子の書簡

や写真､短歌ノート､愛用の品など

を展示｡村岡花子の､波乱に満ちた

生涯と文学の原点を探ってみませ

んか。

　展示室の一角には､アンの部屋

を再現しています。
杓岡花す｢赤毛のアン｣翻訳原稿(山梨県立文学館寄託)

Oうふれａり
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･ W J都留市原原地区

映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
の
舞
台
に

．
！
！
！
！
Ｉ
！
！
！
ｌ
ｊ

富士川町立増穂中学校
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１

ｙ

／

06

　
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
、
旅
番
組
な
ど
映
像
作
品
の

撮
影
を
誘
致
し
、
ロ
ケ
地
の
情
報
提
供
や
必
要
な
手
続
き
の

調
整
な
ど
、
撮
影
に
関
す
る
一
元
的
な
窓
□
を
担
う
公
的
機

関
を
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
い
ま
す
。

　
県
で
も
「
富
士
の
国
や
ま
な
し
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
平
成

1
6
年
度
か
ら
設
置
し
、
映
像
を
通
じ
た
山
梨
の
魅
力
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
よ
す
。

　
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
、
日
本
一
の
日
照
時
間
、

山
々
や
森
林
・
清
流
と
い
っ
た
表
情
豊
か
な
景
観
な
ど
の
好
条

件
を
Ｐ
Ｒ
し
、
こ
れ
ま
で
、
さ
よ
ざ
ま
な
作
品
の
撮
影
を
誘
致

し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
映
像
制
作
者
に
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
う
と

と
も
に
、
ロ
ケ
の
現
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
富
士

山
や
フ
ル
ー
ツ
、
ワ
イ
ン
と
い
っ
た
「
や
ま
な
し
ブ
ラ
ン
ド
」
を

国
内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
’
｀

．
映
像
」
で
や
ま
な
し
の
魅
力
を
発
信
－
・

都留市城南公園

･ ･

． - ｊ ｊ

・
―
気
・’やs､

、
　　I ’:　へ．
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作
品
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

エ
キ
ス
ト
ラ
募
集
－
・

撮
影
協
力
企
業
・
団
体
募
集
！

　
　
　
　
　
　
　
（
各
種
レ
ン
タ
ル
業
者
、
美
術
関
係
、
什
出
し
関

　
　
　
　
　
　
　
係
、
宿
泊
関
係
、
飲
食
店
、
演
劇
団
体
、
撮
影
に
協

　
　
　
　
　
　
　
力
川
能
な
ビ
ル
・
住
宅
・
工
場
な
ど
の
物
件
ほ
か
〕

　
応
募
い
た
だ
い
た
方
お
よ
び
企
業
・
団
体
は
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
し
て
登
録
し
、
必
要
に
応
じ
て
制
作
会
社
か
ら

の
依
頼
内
容
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

　
応
募
は
富
士
の
国
や
ま
な
し
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

県内の豊富なロケーションや､実際に撮影が行われた場所、

撮影された番組の放送情報などを紹介しています!

　　　　　　　　　　　　・やまなしフィルム　［iii;J

:1自

１

間い合わせ先

富士の国やまなしフィルム･コミッション事務局〔観光企画･ブランド推進課内〕

TEL 055-223-8878　FAX O55-223-1574
冊
ふれａｖOｱ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

/

撮
影
の
た
め
、
交
通
規
制
な
ど
が
行
わ
れ
る

際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　山梨県は､束京lalに隣接しながら.a･|:|||､'j徊アルプスをはじめとする自然姚観

や､鮮やかに移l〕変わる四季､さらに1､19.かな|｣|々と森の息吹に宥まれた清らかで良

質な水を有する｢水と緑の宝庫｣です｡

　また､プドウ､モモ､スモモに代表されるａかな果物､温泉やワイン､武田f･､ij公

ゆかりの史跡やえ化II4など､素晴らＬい観児資源に恵まれています。
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　｢富IJの国やまなし館｣は､山梨県を代表する県産品の展示販売をはじめ､観

光やレジャーなどの情報発信拠点です｡2階の｢ﾚｽﾄﾗﾝY-wine｣では､山梨県

の食材､ﾜｲﾝ､地ビールなど山梨の食を堪能することができます。

所在地〒103,0027東京都中央区日本橋2-3-4日本橋ブラザビルIF･2F

富士の国やまなし館TEL 03-3241-3776

Y-wlne(わいわい)TEL 03-3527,9185
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山中湖に映る逆さ富士

富士の国やまなしフィルム・コミッション

　富IJの国やまなしフィル

ム･コミッションでは､映|叫や

テレビドラマのロケの誘致

及び支援を行い､映像を通

じた情眼発信やイメージ

アップに力を入れています。

　2013年には､ＮＨＫ連続

テレビ小説｢花「･とアン｣の

ロケも行われました。 「花子とアン」甲州市内でのロケ風景

問い合わせ先

∩観光全般に関すること、やまなしブランド戦略の推進

　フィルム・コミッションに関すること

　観光企画･ブランド推進課TEL O55-223-3776

0誘客の促進、広域観光の振興、移住･交流の推進に関すること

　観光振興課TEL 055-223-1557

∩国際(インバウンド)観光の振興に関すること

　国際交流課TEL055-223､1620

0富士山・山岳の環境保全、エコツーリズムの推進に関すること

　観光資源課TEL 055-223-1576

0県内観光地や着地型観光に関すること

　(公社)やまなし観光推進機構TEL 055-231､2722
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